５　利七いよいよ故国へ
ペルリの来航　　　　　さて清国は、太平天国軍長髪賊のために南京はおちいらんとし、清国の官軍李鴻章、義勇軍の曾国藩はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぞく),賊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かい),魁)洪秀全と激戦、上海の漂客一行は乙吉宅へ４０日間も保護されたこともある。そうこうするうちに、英国艦隊司令官ペルリは、全艦の集結を待ちきれず、しびれをきらして、嘉永６年６月３日４隻の軍艦をひきいて相模国浦賀にやってきた。漂流人送還などは問題ではなく、日本の心臓部に砲口を向けたのである。日本上下の驚きは大変で、米価はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうとう),昻騰)する。諸色は日に日に鰻のぼりに上がる。江戸市中EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かなえ),鼎)の沸くごとき混乱におちいった。
　　　　　　　　　　　「太平の夢おどろかすEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しようきせん),上喜撰)、たった４はいで夜も寝られず」

　　　　　　　　　　　と蜀山人はひやかした。「いやが上にもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しよしき),諸色)はあがる。おなかはペコペコ下るばかりは越中EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふんどし),褌)」
唐船にて鹿児島に　　ともじったチボクレ師のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あほだ),阿坊駄)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ら),羅)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きよう),経)も、この時世を皮肉ったものである。この間にも、乙吉はな
つく　　　　　　　　にくれとなく世話もし、清国当時者や米国領事と幾度か交渉をかさねてくれ、ついに清国との交渉に成功し、日本通商の許可をえた唐船源豊船に乗りこむことができた。安政元（１８５４）年甲寅閏７月１０日であった。この以前見送りに来た乙吉から太平天国軍のため上海落城のことを聞いた。清国にとってまことに騒然たる時世であった。仙太郎は人質のままで、乗船者は１１人であった。いよいよ７月１２日源豊船はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちやつ),乍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぷう),浦)から帆を上げ、漂流人は勇躍して一路帰国の途についた。７月２２日船は薩州（鹿児島県）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こしき),甑)島を見かけてはせ込み、５年振りに故国の姿を見たのである。その日、同地の野の内、葉（羽）島につき、鹿児島藩役人９人の検閲を受け、海外の事情を尋問せられた。播磨の安太郎は、乍浦出帆前から発病、藩医の手当てをうけた。検閲後曳き船４０隻で葉島を出港、その時唐人２人は人質として薩州へ残ることとなった。
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安太郎死す　　　　　　７月２５日肥後（熊本県）天草島の内、大江浦につき、翌２６日かば浦沖（椛崎沖）に入ったが、救助されたオークランド号発見の功労者安太郎は、療養のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かい),甲斐)なく一同にふびんがられつつ病死し、残員１０人となった。安太郎の遺骸は別船にて大音寺にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほうむ),葬)られた。

長崎へ上陸　　　　　　７月２７日、いよいよ待望の長崎へ入港した。長崎での警備はものものしく、九州大名１１ヵ所に出張警固というありさまで、一同大いに驚いた。三河の京助は長崎の土を踏んだ途端に病死し、残るは９人となってしまった。

　　　　　　　　　　　一行は長崎立山番所の「揚り屋」に預けられた。揚り屋というのは、御家人旗下の陪臣、大名、山伏などのために特設せられたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろう),牢)屋で、無苗の船乗りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふぜい),風情)の待遇としては、優遇の方であった。

取調べの主役であ　　　８月に入ると番所から取り調べを受けることとなった。これまで唐船長から「決して米国へ行
った利七　　　　　　ったことはいうな」と口どめされ、一行の書類も一切唐船に没収されていたので、一行の代表者浅五郎は「清国へ漂流した」といい張り、３日間きびしく尋問されたが、すでに薩摩に寄港した際に真相がもれており、長崎へも連絡が来ていたので、奉公水野筑後守・目安方早川直三郎は承知せず、一行困り果てた結果協議の上、こんどは利七を代表者におすこととなり、利七は役人青木某に遂一真実を告白した。長崎番所はこれくらいでは手をゆるめず、その後２１回の取り調べを受けたが、いつも利七が主役をつとめた。利七は無筆者であったが実に記憶力がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),旺)盛で、歴日などもほとんどまちがいなく、５年間の事情をつぶさに陳述し、番所の記録に残された。

利七鳥取へ帰る　　　　このことは、日本文字はカナ書きさえ読み書きできなかった彼のジョセフ・ヒコは、英文には非凡な腕をもっており、立派な自叙伝を出版しているのであるが、利七らと同行中のことは、事件も日時もたまに一日くらいのくい違いがあるくらいでほとんど違わないのに驚かされる。

　　　　　　　　　　　８月・９月・１０月と取り調べに月日がたち、いよいよキリシタン信者ではないことが決審し、１１月１３日利七は、因幡藩の河村郡在方普請奉行村瀬弥兵衛が出張、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しらす),白洲)において奉行荒尾石見守より引き渡され、１２月６日鳥取へ無事帰着した。

利七佐伯文太と改　　　鳥取藩へ引取られた利七は、藩校尚徳館の小使という名目で、帯刀御免「佐伯文太」と改名を
名　　　　　　　　　許され、下士の資格で藩公吉岡温泉湯治にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じ),侍)して外国事情を物語り、儒者堀敦斉をして筆記せしめられたものがいまでものこっている。またこのほかに、村瀬弥兵衛の筆記したものも「漂流人異国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばなし),噺)」としてもこっているはずである。利七は後、故郷の長瀬に帰村を許され村民に外国文明を紹介し珍らしがられたが、この間、泊港審所役人である奥多東白のもとにも招かれて談話し、筆記されたものが、筆者の再版した「長瀬村利七漂流奇談」である。このほか、筆者が神戸の古本屋（白雲堂）で入手した「漂流人異国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばなし),噺)」は、本文は内容においてほとんど同じものであるが、下巻がない。奥多東白の漂流奇談には多量の英語の訳がのこっていておもしろい。
日本と文明開化の　　　利七はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちやつ),乍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぷう),浦)で英文を学ぶ機会を逸したので、頭はよくても内外文ともに読み書きできず、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いなか),田舎)
一端となった利七　　に埋れてしまったが、しかし、上にかかげた彼の見聞は、当時の世界史の一端を裏づける珍重す

の談話　　　　　　　べきものであり、日本の対外政策の表裏を明確にするものであって、これによって日本の文明開化のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あけぼの),曙)を仰ぐこともでき、利七の談話は立派な世界史ともいえる。彼ら一行のうちから、ジョセフ・ヒコの如き、造船者、鉱山師、新聞の開拓者、生麦事件の通訳者としても著名な人物を出したこと、米国大統領リンカーンに引見され、日本人として大統領面接、最初の握手の光栄を得た第一号であったことも、漂流船栄力丸の名を不滅たらしめるものであった。利七（文太）は明治２年７月２６日長瀬で死亡した。

